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今年の関東地方は 7月末までは水不足でしたが，8月に入ってから雹や雷を
伴う異常気象が続き，8月も末になってようやく天候が落ち着いてきました．
北朝鮮の 8月 25日先軍節のミサイル発射に続き，9月 3日の水爆実験，15日
の太平洋に向けたミサイル発射と米軍基地のある沖縄に在住している筆者とし
ては北朝鮮の暴走を危惧しております．
今月号の論述「骨粗鬆症性椎体骨折に対する保存療法の予後不良因子の検

討」は優れた臨床研究であり，受傷機転として転倒・転落，T2低濃度広範囲
型，椎体の前壁損傷，後壁損傷や胸腰椎移行部骨折が圧潰進行の危険因子であ
ることを示しました．「橈骨遠位端骨折における teardrop angle と手関節機能
との関連性」では術前の TDA-VT(volar tilt)が関節内転位量を反映しており，
DASH スコアと有意に相関すること述べており，今後は術後 TDA-VT と
DASH スコアの関係を検討していただきたいと考えております．「膝離断性骨
軟骨炎の保存療法群，手術療法群における臨床所見，画像所見の比較」では
MRI における cyst like lesion(CLL)が手術群に多かったことから，CLL を伴
う中間部位・内顆病変は慎重な経過観察が必要な可能性を示唆しています．
「調査報告」では一般市民を対象とした運動器検診でロコモの有病率が 38.8％
と高く，そして高齢で膝伸展力が弱いとの結果を示しています．
運動器疾患の慢性疼痛に対しては長期に薬剤投与が行われることが多く，薬

物療法のスタンダードの確立が必要であり，有用な連載企画になっておりま
す．NSAIDs は整形外科が頻用する薬剤の 1つですが，消化管障害や心血管系
への影響が問題になります．小腸びらん，潰瘍発生率に関するNSAIDs＋PPI
併用群とセレコキシブの比較試験ではセレコキシブ群の消化管障害が少なかっ
たとのことです．一方，選択的／非選択的にかかわらず NSAIDs は，心血管
系イベントとの関連が示唆されている薬剤であり，2007年にアメリカ心臓病
学会が発表した NSAIDs 使用におけるステートメントでは心血管系疾患を有
する患者に対して，痛み止め目的でのNSAIDs 使用は制限すべきで，COX阻
害活性が弱く厳密には NSAIDs には分類されないもののアセトアミノフェン
を第一選択薬に挙げているとのことです．運動器疾患の慢性疼痛では薬物が長
期に投与されることが多く，薬物相互作用への配慮が必要になります．私たち
整形外科医も腎機能や低たんぱく血症に注意し，認知機能や服薬コンプライア
ンス，薬剤組み合わせによる相互作用にも留意する必要があります．近年，
NSAIDs に加えてプレガバリンやオピオイドが登場し，NSAIDs を補完するよ
うになりましたが，精神依存の形成や退薬症候を防ぐ必要があります．
臨床経験の「腰椎後方手術後の上殿皮神経障害」も興味深い報告であり，固

定術後に発生が多く，ブロック注射 2回までで緩和されること多いことは有用
な知見です．その他，片側下肢の麻痺を呈した脳腫瘍や，Linburg-Comstock
syndrome など，本号も有用な情報が満載です．臨床にお役立ていただければ
幸いです． (金谷文則)
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